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ZOOM集会「ふくしま再生の会の挑戦に学ぶ」開催報告 

6月29日（火）、福島県飯舘村を拠点に、福島第一原子力発電所事故後の自然と人間との関係の問い直しを目指

し、農業/農村コミュニティの再生に向け各種のプロジェクト等に取り組んでおられる「ふくしま再生の会」の田尾陽一

理事長を講師に迎えて、以下の通り討論集会を開催しました。 

集会はWEB上（ZOOM）で行われ、田尾さんを含め18名が参加し、あらかじめ行動隊から田尾さんに宛てた質問を

軸に、質疑の形で行われました。 

 

質問1 「ふくしま再生の会（以下「再生の会」）」

はい飯舘村を拠点として、農業再生のためのパ

イロットプロジェクト等に取り組んでこられました

が、そのことが「東京電力福島第一原子力発電

所の事故によって破壊された生活と産業の再

生」という団体の設立目的に対してどのように活

かされていますか。 

田尾：最初から飯

舘村を拠点と定め

ていたわけではあ

りません。また農

業再生のための

パイロットプロジェ

クトだけに取り組

んできたわけでも

ありません。 

2011年6月、福島

第一原子力発電

所（以下、「イチエフ」）事故が現代日本の最大の危機

だという認識で一致した仲間16人で、とにかく現場に

行ってみようということで小名浜、相馬、南相馬、全村

避難前の飯舘と巡りました。 

6月6日、飯舘で菅野宗夫さん（報告者注：循環型農

業を営んでいた専業農家、現「再生の会」副理事長）

に出会い、ご自身のこと、地域のこと、国等の支援の

実態などについて話しを交わしました。 

（報告者注：田尾さんはこのとき、宗夫さんが、イチエ

フ事故について、「明確な人災であり、原発は事故を

収束させる技術を持っているべきであり、村民が村に

戻り安心して農業を営み生活できる施策を取るべき

である」という趣旨の講演をされていたことを知ります

《田尾陽一『飯舘村からの挑戦』》） 

しかし、全村避難となれば外部の人間がやれることは

ないなと思ったのですが、宗夫さんが、田尾さんたち

が村に来られるなら、自分は毎週避難先から村に戻り

一緒に行動すると言われ、後に引けなくなったわけで

す。 

私たちは東京に戻り、3人の発起人で、「原発事故に

よって破壊された地域（飯舘村）を対象に、『自立して

思考する諸個人』が、『現地で／継続して／協働して

／事実を基にして』活動し、『新しい公共空間の創造』

を現実化する努力を行う」という活動原則と、福島復

興に向けた調査、実験、交流、行動を行うという活動

内容を定め「ふくしま再生の会」を立ち上げたわけで

す。 

それ以来これらの原則に沿って活動してきたつもりで

すが、現在、飯舘村を主なフィールドにしているのは

は、それ以上のゆとりがないという実情でもあります

が、発信・交流は国内、さらに世界に向けています。 

福島原発行動隊（以下、「行動隊」）：「再生の会」

は、原発事故によって破壊された地域（飯舘村）を対

象に、「新しい公共空間の創造」を目指しているわけ

ですが、「行動隊」はイチエフに飛び込み、若い世代

に代わって事故収束作業に従事することを目的として

きました。しかし事故後10年間、そのような場面はあり

ませんでした。行動隊は行動目的を整理し、次の展

望を開くべきだと思うのですが、田尾さんはどう考えら

れるでしょうか。 

田尾：「行動隊」が活動のターゲットを事故を起こした

イチエフそのものに定めたのに対し、「再生の会」はタ

ーゲットを、破壊され被害を受けたイチエフの外側に

定めた点が異なると思います。 

行動隊：若い世代に代わって事故原発の収束作業
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に直接従事するという「行動隊」の目的は、経済産業

省、東京電力によって繰り返し明確に拒否されていま

す。 

「行動隊」では、ここ数年、被害者への支援も目的に

含め、政府・自治体の手の届かない大熊町や富岡町

の帰還困難区域にお住いだった被害者個人からの

求めに応え、留守宅の整備などにも取り組んでいま

す。 

被害者の求めに応じてという点では、「再生の会」と共

通してきています。 

行動隊：ここまでの10年を振り返って、イチエフの事

故収束作業への従事は実現できない一方、40年超

原発の再稼働など、イチエフ事故が再現される可能

性は増えてきていると思います。 

そこへの対応に備えるという方向性もあると思うので

すが、隊員の高齢化など困難も増しています。 

田尾：「再生の会」ではスウェーデンの原発立地自治

体からの見学を受け入れたことがあります。原発事故

が起きた時、どうすればよいかを学びに来たと思うの

ですが、事故を起こさないためには原発を（再）稼働

させなければいいだけのことです。 

「再生の会」は反原発を第一の目的とした運動体では

ありませんが、一部の、政府の手先になって安心をば

らまくキャンペーンだという見方に対しては強く否定し

ます。 

現在の日本は原子力発電について混乱状況にあり、

すべての原発を止められてはいません。 

イチエフの被災地の人々は全員他に移住すればい

いという意見もあり、私たちは暴走老人と言われること

もありますが、「再生の会」は、これからの世の中のあり

方、自然と人間との関係性について、実際に被害を

受けた人達と一緒に、被害を受けた地域でどうしてい

くべきかを考え行動していくつもりです。 

その意味では反原発の人たちとも志は近いと思って

いますし、足を引っ張り合ってもどうしようもないと思っ

ています。 

 

質問2 土/水を知る地元の人と、科学/放射能の

知識を持つ田尾理事長らが互い連携して活動さ

れていることが「再生の会」の強みとなっていると

のことですが、地元の農業者等と合意を図って

いくことの難しさをどのように克服しておられます

か。 

 

田尾：古い農村には、外部から人が入ることへの抵抗

があり、内部には歴史的な対立、家の格の重視といっ

た古い体質もあります。 

他方、「再生の会」を取材するジャーナリストは、良心

的な科学者が被害者を助けているというシナリオを描

いていることが多いのですが、「再生の会」はそのよう

なスタンスではなく、そのような思い込みの取材には

応じていません。 

福島には、原発は安全と断定してきた「科学者」ある

いは「専門家」に対して大きな不信感があります。 

「再生の会」は高エネルギー加速器研究機構（以下、

KEK）や東京大学大学院農学生命科学研究科といっ

た原子力ムラよりレベルの高い科学・放射能・放射線

の知識を基礎に持った協力機関を持ち、高度な総合

力を有しています。しかし、会そのものは被害者の上

に立ち育成しようとする「専門家」として飯舘で活動し

ているわけではありません。 

自然を見くびった結果生じた原発事故が破壊した、

自然と人間の循環的な関係性を再生したいという思

いの村外の人々が、同じくそれを飯舘の地で再生し

たいという、もともと農林畜産業者として総合力を有し

ていたけれど、イチエフ事故によってさらに大きな総

合力を必要とするようになった農業者と協働している

のであり、21世紀の自然と人間との関係性をどうする

かという課題は、専門性をふりかざす「専門家」だけで

は解決できません。 

 

質問3 原発事故によって破壊されたひとびとの

生活/コミュニティを再生するという際の「再生」

は、当面どのような状態になることを目指してお

られますか。 

 

行動隊：今年の3月11日前後のさまざまな報道からも

明らかなイチエフの廃炉のゴールが全く見えていない

という状況の中で、「行動隊」は、当面の目標として、

できること、求められることに手当たり次第に取り組ん

でいるというところです。 

「ふくしま再生の会」飯舘事務所 
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「再生の会」は当面の目標をどこに置いておられるの

でしょうか？ 

 

田尾：飯舘村は2017年3月に長泥地区を除き避難指

示が解除され、現在、飯舘村にはおよそ1400人の村

民が戻ってきています。（報告者注：この年、田尾さん

も都内から飯舘村に移住）そのほとんどは自家菜園

で生きがいとして農業を行う高齢者ですが、数は少な

いけれど先進的な農業を目指す人たちもいます。 

また、Uターンも含めてですが182人の新たな移住者

がいます。上昇志向の都会での生活を見限った若い

世代で、女性も多い。アーティスト、夫婦もいる。彼ら

はいいセンスをしています。 

彼ら自身が企画し運営したオンラインフォーラムがあり

ました。村長も私も参加したのですが、彼らはフォーラ

ムで、飯舘村の10年後のイメージを求めました。例え

ば、食えるならば、あるいは10年後にSDGｓ（報告者

注：持続可能な開発目標）を達成するならば移住す

る。それができなければ移住はしない等はっきりした

主張を持っています。 

「再生の会」は、これらの農業者、若い世代が飯舘村

で食べていけるように徹底的にサポートしていきま

す。 

また、農業を多くの部分で支えてきたのは女性なのに

村役場の職員、会合における代表等村の構造は男

性中心です。そのような村に降ってきた原発事故は古

い男中心の村を揺さぶり、男性中心の構造に亀裂を

生じさせています。 

行動隊：「行動隊」は、終始、目標を自分たち自身が

行動することに置いてきました。若い人をサポートする

という点では「再生の会」に学ぶべきところがあると思

いました。 

行動隊：村民自身の復興のイメージは、事故前の静

かな生活を取り戻すことなのでしょうか、国などが作る

立派な箱モノなどを受け入れていくということなのでし

ょうか。 

私は村民自身が中身を決める村興しであるべきと考

えますが。 

田尾：おっしゃる通りです。 

しかし、飯舘村はただ静かな山村であったわけではな

く、循環型農業の積極的な導入等、事故前から、集

落ごとにアクティブな動きのあった土地柄でもありま

す。（報告者注：飯舘村は原発事故による全村避難

以前から「までいの村」を標榜してきました《までい：

福島方言で「手間暇を惜しまず 丁寧に」の意》）。 

「再生の会」のある佐須地区は、事故前の16戸のうち

10数戸が帰村しています。他方、帰村者が4，5人の

地区もあります。住民4，5人の集落では祭り、草刈りな

どのイヴェントをはじめコミュニティーとして成り立つの

は難しいと思います。 

佐須地区では、現在は草刈りなどのイヴェントへの参

加者には補助金による日当が出、村外に居住してい

る村民も参加していますが、補助金が打ち切られれ

ば今のようには集まらなくなることが考えられます。 

現状では高齢の村民、先進的な農業を目指す農業

者、移住者それぞれがコミュニティーについてバラバ

ラなイメージを抱いています。 

そこで、「再生の会」では村民の動きをにらみながら、

各層が団結できるよう切り口を工夫したイヴェントを提

案しています。 

例えば、全国的にDIYチェーンを展開している株式会

社コメリの協力による、廃屋を利用したコメリ空間の創

造です。テナントの募集やプレ・イヴェントを企画して

います。ここをコミュニティー創造の実験室にしていき

たい。 

移住してきたアーティストからは、ロボット型のカボチャ

作り、ヒョウタン素材の水筒の量産案などが出され、こ

れに「おもしれェ」と乗るジイチャンもいたり結構エネル

ギーはあります。 

 

質問4 再生の会における活動の活性化を図る

工夫があれば、ご紹介ください。 

質問5 再生の会における次世代会員の確保

（育成）に関した工夫としてどんなことをされてい

ますか？ 

 

田尾：「再生の会」では、コメリ空間の他、山地再生チ

ームが、山地牧場などを構想しています。山地牧場と

いうのは山地で牛や山羊を放牧し山地の再生を目指

すもので、先行例もあります。 

また、イチエフ事故により中断しているあぶくまロマン

チック街道構想の再前進を目指したい。 

あぶくまロマンチック街道というのは、飯舘村・浪江町

津島・葛尾村・田村市都路・川内村を結ぶ山並みの

国道399号線です。沿線は素晴らしい星空と豊かな食

文化を有しています。 

現在浪江町の部分が帰還困難区域にかかっていま
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すが、自然の再生を、飯舘村という点からあぶくまロマ

ンチック街道という線へ、さらに大熊町などの沿岸地

域を含めた面へ拡げていくためには重要な線です。

地元の動きが出てくれば県も支援すると言っていま

す。 

しかし、まずはロマンチック街道周辺の汚染状況の調

査からです。 

行動隊：「行動隊」のモニタリング活動については、

協定を結んでいる川内村でも個人からの要請が無く

なっています。そのような調査活動には加わっていき

たいと思います。 

田尾：飯舘村では、2012年から「再生の会」の肝いり

で、村民自身による放射能測定が展開されてきまし

た。2014年からは、軽ワゴン2台にKEKが提供してくれ

た放射能測定・通信システムを載せ、40名の村民自

身が村内を定期的に測定し、そのデータをKEKが解

析し、分かりやすいパンフレットにして村民に配布して

きました。ところが2020年3月にこの事業に対する村の

予算が打ち切られてしまいました。「再生の会」ではボ

ランティアによる長泥地区の測定は続けていますが、

この測定車の有効な利用方法を検討中です。 

飯舘村村外でも、ロマンチック街道の東側、浪江町か

ら大熊町の沿岸地域を年3回巡回測定していますが、

「行動隊」でこの測定車を使い沿岸地域の測定をして

みたらどうでしょうか。 

行動隊：最近、大熊町住民の協力を得て、中間貯蔵

施設を含む帰還困難区域で「行動隊」の線量計で放

射線測定を試みたところですが、数か月に一度の測

定でも意味があるでしょうか。 

田尾：沿岸部の放射能測定は意義があると思いま

す。 

行動隊：今日は「再生の会」の活動の紹介、「行動

隊」への提案ありがとうございました。 

 

 

…………………………… 8月までの行動計画 …………………………… 
＜第104回院内集会＞ 

 日時：未定 
 会場：未定 
 演題：福島復興策、廃炉事業の進展に関わる各 
 党の方針・判断を聞く 
 講師：国民民主党国会議員に折衝中です。 

＜SVCF通信137号＞ 8月18日（水）発行予定 

＜連絡会議＞ 

（右地図参照） 
以下の各金曜日10:30から淡路町事務所 
7月16日、23日、30日 
8月6日、13日、20日、27日 

 

 


